
　東京シティ・エアターミナル株式会社様
タブレット型多言語音声翻訳サービス「対面ホンヤク」

的確な会話・情報案内で外国人観光客をおもてなし

システムの紹介

話したことばをしっかり認識・翻訳
T-CAT様の外国人観光案内所には、スタッフが常時2名体制で運営しています。しかし、外国語、特に中国

語・韓国語ができるスタッフがいないときに、 その言語で案内ができないことが課題となっていました。

現在はスタッフがいつでも簡単に使うことができるように「対面ホンヤク」がカウンターに設置され、その

課題は解決されました。導入のポイントとして、指向性マイクにより周辺の音に影響されにくいことや、

音声認識の内容と翻訳後の内容が合っているか、事前に確認できることが挙げられました。さらに、2018年

11月に追加された「音声による地図検索機能」と「地図/画像印刷機能」が業務の効率化が図られると

評価をいただいています。

導入の背景

東京シティ・エアターミナル株式会社様（以下、T-CAT様）は、1969年設立、1972年開業の、首都高速道路

と一体化したバスターミナルで、2019年には設立50周年を迎えます。快適なリムジンバスがT-CAT発成

田空港まで約55分、羽田空港まで約25分で運行し、都心の便利な玄関口となっています。現在では、バス

ターミナルの機能とともに、地域コミュニティのための商業施設、展示場施設などといったパブリック空間

としても機能しています。

2014年1月には、海外からのお客様も安心して利用できるよう、1階に外国人観光案内所が開設されまし

た。訪日外国人旅行者の増加を背景に、2017年4月に観光案内所の機能強化を図り、外国語が堪能な

スタッフの常駐に加え、観光案内端末や多言語翻訳サービスのサポートツールも導入。その中の一つ

に「対面ホンヤク」を設置していただきました。

東京シティ・エアターミナル様（T-CAT様）の外観

T-CAT様の1階にある外国人観光案内所

同時通訳サービスやパナソニックの観光案内端末も導入

SOLUTION Report - 導入事例



対面ホンヤクの主な特長

1. スピーカ―マイク一体型タブレットでカウンターでの対面接客に最適
2. 翻訳前後の内容確認ができるので全く知らない言語でも安心
3. コミュニケーションサポート機能(※)で簡単・スムーズな情報提供が可能
（※）例えば、よく使うフレーズ登録、翻訳機能と同時に音声による情報検索、画像／地図などの
　　印刷機能、定型文検索機能など

画面にタッチして話すだけの簡単操作

話した内容を翻訳した画面

音声による検索機能を活用して、スムーズにご案内

対面ホンヤクを利用して、お客様に情報をご案内
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●製品の色は印刷物ですので実際の色と若干異なる場合があります。 ●製品の定格およびデザインは予告なく変更する場合があります。
●本カタログ掲載商品の価格には、配送・設置調整費、工事費、使用済み商品の引き取り費等は含まれておりません。
●実際の製品には、ご使用上の注意を表示しているものがあります。

受付：9時～17時30分（土・日・祝祭日は受付のみ）

ホームページからのお問い合わせは https://panasonic.biz/cns/cs/cntctus/

パ ナ ハ ヨ イ ワ

携帯電話・PHSからもご利用いただけます。（お問い合わせの内容によっては担当窓口をご案内する場合もございます）
0120-878-410お問い合わせは 〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号　汐留浜離宮ビル
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東京シティ・エアターミナル
株式会社様の社訓

お客様の声

東京シティ・エアターミナル
株式会社
施設営業部　齋藤様（左）　
　　　　　真喜志様（右）

T-CATはバス利用など大勢のお客様が来られ、その中に観光情報に
ついて知りたい訪日外国人旅行者が多くなっています。そういった需要
に対応するため、ソフト・ハード両面の環境を整備してきました。まずソフト
の面は、スタッフが心のバリアフリー研修を受講することですべてのお客
様に対して優しく、親切、丁寧、礼儀正しく接することを心がけております。
ハードの面は、館内の案内標識のリニューアルやトイレの洋式化、エレ
ベーターのバリアフリー化を行いました。2017年4月に、全館を観光案内
所として１階の外国人観光案内所の機能強化以外に、２階に「毎日が旅行
博」Tour Expoという観光案内スペースをオープンし、１ヶ月単位で日本各
地の観光情報を発信しています。
１階の外国人観光案内所では、実証実験において外国人のお客様の
様々なニーズに対応できた「対面ホンヤク」を、一つの多言語サポート
ツールとして設置することにしました。特に、英語が話せない中国人の方
や韓国人の方に対して有効に活用しております。
T-CATは「Friendly for allで世界をつなぐ」をモットーとして、安全・安心
とお客様を第一に考え、よりよいサービスをご提供することを日々心がけ
ています。「対面ホンヤク」は「おもてなしの心」の実現サポートとして、
大きな目玉だと考えております。
2018年の夏は全国で災害が頻繁に起こりました。中には適切な情報を
得られず、困惑された外国人観光客の方もいらっしゃったと聞いており
ます。ご安心いただくためにも、多言語で適切な情報提供は重要な課題
だと考えています。
2019年のラグビーワールドカップと2020年のオリンピック・パラリンピッ
クには、多くの外国人観光客の来訪が予想されますので、しっかり対応環
境を整備したいと思います。今後も、パナソニックさんと一緒に検討して
いきたいと思います。

◎音声認識や翻訳の精度は使用環境や翻訳内容に依存します。

あらゆる場面において実証実験を重ね、
適切に活用できたため、導入を決めました。


